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修士論文要旨
［課題と目的］
　今日，ボランティア活動は益々重要な役割を担いつつあ
る。また，ボランティア活動を青少年に啓蒙・普及させよ
うとする動きが活発になってきている。しかしながら，心
理学的研究はまだ少なく，ボランティア活動のさらなる普
及・推進を図るための心理学的知見を得るには十分とは言
えない。本研究では次世代を担う大学生について，彼らの
ボランティア観と一過的な援助行動経験にも注目して，参
加志向動機に関わる複合構造に迫ることを目的とする。
[方法]：各研究同じ
調査対象者:首都圏の私立大学４校の大学生542名（男子256
名，女子286名）。質問紙の内容:①ボランティア活動参加に
関する質問②東日本大震災による参加志望と関心の変化に
関する質問③ボランティアイメージに関する項目④参加志
向動機尺度（荒井，2011）⑤不参加志向動機尺度（荒井，
2011）⑥参加成果尺度：（妹尾・高木，2003）を参考に作成
（荒井2011）⑦援助行動尺度：向社会的行動尺度大学生版
（菊池，1988）を修正して作成⑧被援助行動尺度:上記の援
助行動尺度を受動態に修正して作成。
[結果と考察]
＜研究１＞ボランティア活動への参加志望の実態把握では，
男女を問わず，授業経験の有無や身近な経験者の有無に拘
わらず，参加志望者が参加非志望者よりも多く，大学生の
潜在的な参加志望の強さを示した。また，東日本大震災は，
大学生のボランティア意識を一段と高めたことが明らかと
なった。活動分野別では，実際の経験率が高い分野と志望
率が高い分野では，乖離の大きな分野がみられた。
　さらに，ボランティア活動イメージについて，因子分析
を行った結果，肯定的な２因子「自己実現観」「親和援助
観」と否定的な２因子「否定観」「強制無責任観」，その他
の１因子「具体的活動観」が抽出された。下位尺度得点に
ついて一要因分散分析・t検定などを行った結果，志望群が
肯定的なイメージを描き，非志望群は否定的なイメージを
描いていることが示唆された。身近な経験者のいる者は，肯
定的なイメージを描き，身近な経験者のいない者は，否定
的な「強制無責任観」を描いていることが示唆され，活動
中の大学生は「自己実現」という自己のための活動として
捉えていることが示唆された。
＜研究２＞参加志向動機などに関して，それぞれの規定要
因の特徴を明らかにするため，各下位尺度得点について一
要因分散分析・ t 検定を行った。その結果，活動経験と身
近な経験者の存在は，参加志向動機の醸成と参加成果の向
上に繋がること，活動中の大学生は，参加志向動機では，自
己志向的「興味対象志向」傾向にあることが示唆された。
＜研究３＞援助行動経験と被援助経験の各下位尺度得点の
平均値を基準に低群と高群に分け，さらに高低の組み合わ
せで4群に分類のうえ一要因分散分析などを行った。その結
果，肯定的なイメージや参加志向動機・参加成果では，援
助行動の少ない方が高くなる傾向が，否定的なイメージで
は，援助行動経験の多い方が高くなる傾向が窺えた。援助
行動の相手からの反応に対するギャップによるものと推察
される。被援助経験では，肯定的なイメージ・参加志向動
機・参加成果において，多い方が少ない方よりも，高くな
る傾向が窺えた。被援助経験の積み重ねが，思いやり・感
謝や恩返しなどを醸成すると推察される。
＜研究４＞「被援助経験・援助行動経験」「イメージ」「参
加成果」が「参加志向動機」および「不参加志向動機」に
及ぼす影響について検討するため，重回帰分析によって，そ
の検証を行った。その結果，参加志向動機において志望群
では，一連の因果モデルが認められ，非志望群でも，概ね
認められた。不参加志向動機では，志望群と非志望群共に
「参加成果」からの影響は，ほとんどみられず，一連の因果
モデルは．ほぼ想定どおりあまり認められなかった。
［総合考察］
　ボランティア活動の普及・推進の観点からは，「被援助経
験・援助行動経験」，「イメージ」，「参加成果」と「参加志
向動機」「不参加志向動機」は密接に関連することから，各
規定要因をきめ細かくみていくと共に，これらを総合的か
つ有機的に関連づけてプラスの影響，マイナスの影響を十
分に考慮・検討のうえ，ボランティア活動の普及・推進施
策を企画立案・遂行することの重要性が改めて明らかと
なったと考える。
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